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GILLETTE以前：存在という真面目な冗談
BLADEFREGAの第一の戒め

汝、かりそめの自分を真面目に受けとめすぎるなかれ。

存在は真面目なものだが、奇妙なユーモアのセンスを持っている。私たちは説明

書なしにやって来て、何年もかけて手順を考案し、マニュアルが承認される前に

去っていく。ユーモアは真面目さを減らしはしない。真面目さが自分自身の記念

碑になるのを防ぐのだ。

時間を笑えない人は、やがて時間の従業員になる。冗談は、議論よりも速く真実

を暴くことができる。哲学がまだ入口を探しているあいだに、通用口から入って

くる。永遠とはときに、ばかげた帽子をかぶった真面目な考えである。

結び

永遠は、時間が果てしなくなったときに始まるのではない。ひとつの決断、ひとつの

ページ、ひとつの作品が、期限切れになることを拒んだときに始まる。
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